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第 162回 CIS パートナー会議事録（一般様用）  

                                             

  開催日時 2025年 12 月 21 日（日） 13時～15時  

  講 師  久米 健次 様 

  テーマ  大気電気 

 

                    会議風景 

T=28:59  
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１） 
                                                              

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球科学の中に、電気現象を扱う「大

気電気学」という分野がある。ここで

は参考文献によって、その概要の説明

に限ることとする。 
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2) 

  

縦軸は気圧（高度） ― 横軸は温度 

温度を見ると、地表から対流限界域までは

高さとともに温度は低下し、さらにそこか

ら成層圏域に向けて温度上昇しさらに上部

に行くにつれ温度が下降し更に上昇するな

ど、高度によって著しい変化がある。 

 

 

 

 

電場についてはどのようになっているか： 

 

図 1-7 

画面中央付近に雷雲があるとして。 

雷雲のない晴天域が左右にあり、上部には

電離層が有る。 晴天気域では導電層と地

球の間では、導電層は⊕地球は⊖に帯電して

いる。 この帯電させるもとは、雷雲であ

る。地球の不特定多数の場所に常時発生し

ている落雷が⊖電荷の供給源となっている。 

一方⊕電荷は、雷雲の水分子（と思われる）

に付着し対流で上昇し導電層に達する。 

これは、導電層と地球で構成される球状コ

ンデンサーの充電源である。 

 

地上と約５０ｋｍ離れた電離層の間で約３

００ＫＶの電位差が有る。一方地表付近で

はその電位勾配は 100V/m であり平均電

位差と計算が合わない。 その理由は、導電

層に近づくにつれて導電率が高くなり、高

い高度での電圧降下が小さいからである。

すなわち高い上空では電位勾配が 100Ｖ／

ｍよりはるかに小さな値となるのが原因。 

 ここでもし、雷雲がなくなると、電界は充

電原がなくなるので、２～３０分で消える

だろうといわれている。 

 

← まとめは左図 



第 162回ＣＩＳ研究所パートナー会議事録（一般様用）  

                                           4 

3) 

   

空中電界の測定には左記のような測定

器などで測定されている。 
 
また、空中電界は天候などによって大

きく影響を受ける。荒天時には大気電

界は非常に大きく変動する。 
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4) 
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5) 

   

古典電磁気学では、荷電粒子と電磁場

の相互作用は電磁界ですべて決定され

る。 
 
量子論になると、荷電粒子の運動方程

式（波動方程式）はスカラーポテンシ

ャルとベクトルポテンシャルで決ま

る。 
 
このことから左記のようなトリッキー

な現象が生じることが、アハラノフと

ボームによって提唱された。紆余曲折

を経て、最終的には外村氏によってこ

の効果は検証された。 
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5) 
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7) 

   

 
左記のような問題がある（ファラデー

のパラドクス）。 
頭の体操として考えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山本の疑問は、加速器を通過するイオ

ンの電荷量と同量のエレクトロンを放

出するには電位を計測する必要が有る

のではないか。 電荷中和するメカニ

ズムの理解が進まない。 
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8) 

   

山本の場合： 

ランダムドットステレオグラムを見る

場合、（近視）眼鏡をはずしランダムド

ットステレオグラムに２０ｃｍぐらい

の距離まで近づき静かに見続けると２

～３分後に立体図形が見える。 
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9) 

   

T= 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
物理の原理に反するように見えるおも

ちゃ。 
 
ラトルバックは逆回転する 
→角運動量保存則はどうなったのか？ 
 
逆立ちゴマはなぜ重心が上がって安定

化するのか。 
→この仕事をやっているのはだれか 
 
いずれも机とコマの間の摩擦力のせい

ですが、説明はなかなか厄介です（特

に逆立ちゴマは） 
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会話集： 

平均８０歳の集まりとなると、話題の中心は、視力や聴力の低下が共通の困った種。 

特に聴力低下は平均的に低下の傾向にあり、 テレビの音を大きくするとか、耳そばにスピーカーを追

加するなど。 また、明瞭度の改善には 高域のブーストで改善される。 これは、高齢者は特に高音

域の音に対する聴覚劣化が原因しているものと思われるなどの意見が出た。久米さんは聴力はよいが視

力低下が気がかり・・・免許更新があります。 

テレビの音に対する対処は、  

① 音を大きくする 

② 耳傍補助スピーカーを設置 

③ 高音レベルを上げる（メディアプレーヤーの拡張機能のグラフィックイコライザーで実証可能） 

 

畑は、これから冬を迎えるにあたり一休み状況。 

① 雑草 が生えないのがうれしい 

② 水やり回数が大幅に減る、手間が省ける。 

等 
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10） 今後の日程 

        第 163回   1月 18日 (日) 13 時 ～ 寺川 雅嗣 様 

        第 164回   2月 22日 (日) 13 時 ～ 山本 洋一 

        第 165回   3月 29日 (日) 13 時 ～ 神田 忠起 様 

 

HP http://www.cis-laboratories.co.jp/index.html  

 

                             2025-12-22 文責 山本洋一 

  


